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　一関市内で居宅介護・重度訪問介護事業所を運営しております、NPO法人奏楽のたね代表の伊藤と申します。
　私は介護施設で、介護福祉士として働いていましたが、恥ずかしながら高齢者福祉についてはある程度の知
識はありましたが、障がい者福祉については全くの無知でした。
ヘルパーさんは、高齢者さんしか使えないと思っていたし、デイサービスは高齢者のものと思っていました。
勉強したハズなのに…。
　重度心身障がい児の娘が退院する時に、ソーシャルワーカーさんから紹介していただけるのは医療の部分で
あって、福祉のご紹介は小児にはなかなかないので知らない方は多いと思います。

　娘を通して、私も初めて障がい福祉を学んでいくことになりました。

　令和 3 年、娘を看取ったのをきっかけに介護福祉士の資格を生かし娘のお友だちにできる事はないか考え始
めました。
　ぽけっとの会に何度も相談し、同じ想いの仲間を紹介していただき、令和 5 年に障がい専門の訪問介護事業
所を立ち上げました。障がいだけではやっていけないと周りから言われましたが、高齢者さんのご利用者様が
多くなり障がい者様の方に時間をさけなくなるのは本望ではないと頑なに障がいのみで運営しております。
　ショートステイやレスパイトが少ない今、ご家族の休息のためにはヘルパーの活躍が重要と考えているから
です。ご利用者様へのケアと同じくらいご家族への支援も大切な仕事だと思っています。
　その為に、医療的ケアのあるご利用者様には、専門の資格のある職員配置をしなければなりません。その資
格のある職員をいちから育成するには時間もお金もかかります。でも、資格がないと支援に入れないので取る
しかありません。資格取得後、たくさんのリスクと覚悟をもって支援にあたるのですが、思いのほか収入に反
映せず…。日中一時支援も行っておりますが、病院の日中一時支援とやることは同じでも基本的な料金が倍近
く違います。これではやろう！！と思う事業所さんが増えるはずもありません。ですので、介護業界全体に大
きな処遇改善が必要だと感じています。誰かの犠牲の上で成り立つサービスは福祉ではないと思っているから
です。

　そして、私たちヘルパーは長時間支援
を行える立場なので、ご利用者様の状態
をより多く把握しています。ヘルパーさ
ん達が医療の分野の方々の橋渡しになれ
るように、医療とか福祉などの壁を壊し
関係者が一つのチームになってご利用者
様を支える支援ができるように尽力して
いきたいと思います。

ソラからの課題
NPO法人奏楽のたね 代表　伊藤和美

そ　ら
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11

１
．
活
動
の
概
要

　
重
症
心
身
障
が
い
児
（
者
）
は
、
身
体
の
変
形
や
拘
縮
の
症
状

が
著
し
く
、
患
者
の
症
状
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
患
者

の
症
状
や
、
年
齢
、
好
み
に
合
わ
せ
て
衣
服
を
選
択
す
る
こ
と
が

容
易
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
サ
イ
ズ
の
大
き
な
既
製
服
を
代
用
し

た
り
、
家
族
が
家
庭
裁
縫
で
作
る
こ
と
で
身
体
の
症
状
に
対
応
さ

せ
た
衣
料
を
用
意
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
重
症
心
身
障
が

い
児（
者
）
は
病
院
内
で
過
ご
す
時
間
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

衣
生
活
は
画
一
的
で
あ
り
、「
衣
」の
分
野
は「
食
」や「

住
」
分
野

に
比
べ
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
多
い
。

　
岩
手
県
立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部
生
活
科
学
科
生
活
デ
ザ
イ
ン

専
攻
は
、
国
立
病
院
機
構
盛
岡
医
療
セ
ン
タ
ー
の
依
頼
を
請
け
、

重
症
心
身
障
が
い
児（
者
）の
衣
生
活
向
上
へ
む
け
た
デ
ザ
イ
ン
・

制
作
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
専
攻

の
被
服
を
学
ぶ
有
志
学
生
6
名
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
児
童
指
導

員
、
看
護
師
、
保
育
士
、
教
員
が
協
同
し
、
患
者
の
個
性
や
特
性

に
合
わ
せ
た
介
護
衣
料
の
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
を
実
施
し
た
。
制
作

に
つ
い
て
は
、
患
者
1
名
に
対
し
て
学
生
1
～
2
名
を
組
み
合

わ
せ
、
症
状
に
合
わ
せ
て
患
者
が
必
要
な
ア
イ
テ
ム
を
制
作
し

た
。
完
成
し
た
制
作
物
は
家
族
・
職
員
を
病
棟
に
招
い
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
披
露
し
た
。
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
学
生
が
患

者
の
衣
料
を
制
作
す
る
だ
け
で
な
く
、
病
院
職
員
や
患
者
家
族

等
が
障
が
い
に
配
慮
し
た
衣
服
等
を
再
び
考
え
る
機
会
と
な
る
こ

と
、
学
生
等
と
の
交
流
を
通
し
て
患
者
の
Q
O
L（
Q
uality O

f 
Life）

向
上
に
資
す
る
こ
と
、
学
生
が
障
が
い
者
福
祉
に
関
わ
る

機
会
を
持
ち
、
障
が
い
児（
者
）
や
地
域
に
お
け
る
共
生
社
会
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

２
．
活
動
内
容
と
効
果

（
1）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
制
作
工
程

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
表
の
と
お
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実
施
さ

れ
た
。
デ
ザ
イ
ン
案
の
作
成
に
要
し
た
時
間
は
週
に
3～
4時
間
、

本
制
作
の
作
業
時
間
は
週
に
6～
7時
間
程
度
を
充
て
た
。
ま
た

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
病
院
内
に
赴
き
、
対
面
で
症
状
の
確
認
や
実

測
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
児
童
指
導
員
や
、
看
護

師
、
保
育
士
ら
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
制

作
を
進
め
た
。

①
企
画
・
制
作
ア
イ
テ
ム
の
決
定

　
対
象
と
な
る
患
者
お
よ
び
制
作
ア
イ
テ
ム
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー

の
提
案
を
も
と
に
決
定
し
た
。
そ
の
際
、
児
童
指
導
員
に
病
状
、

行
動
障
が
い
、
サ
イ
ズ
、
好
み
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
デ
ザ
イ

ン
案
の
作
成
の
基
礎
情
報
と
し
た
。

　
制
作
ア
イ
テ
ム
は
、
介
護
用
ミ
ト
ン
2種
、
介
護
用
つ
な
ぎ
、

腕
保
護
用
ア
ー
ム
カ
バ
ー
、
ウ
ロ
バ
ッ
グ
（
蓄
尿
袋
）
の
た
め
の

カ
バ
ー
バ
ッ
グ
の
5点
で
あ
る
。

②
デ
ザ
イ
ン
案
の
作
成
お
よ
び
確
認
と
調
整

　
素
材
、
形
、
色
、
デ
ィ
テ
ー
ル
な
ど
細
か
な
計
画
を
た
て
、
症

状
や
行
動
障
が
い
と
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
か
、
介
護
者
の
操

作
は
容
易
か
な
ど
、
院
内
関
係
者
と
の
話
し
合
い
や
メ
ー
ル
で
複

数
回
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
決
定
し
た
。

③
パ
タ
ー
ン
の
作
成

　
設
計
図
と
な
る
パ
タ
ー
ン
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
実

際
に
使
用
し
て
い
る
衣
料
品
を
計
測
し
、
そ
の
値
を
も
と
に
作
図

し
た
。
そ
の
際
、
着
用
予
定
の
患
者
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
作
図

を
行
っ
た
。

④
試
作
品
の
確
認
と
調
整

　
全
て
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
粗
布
で
試
作
品
を
作
成
し
た
。
試
作
品

は
院
内
関
係
者
に
確
認
し
て
も
ら
い
、
調
整
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン

の
最
終
決
定
を
行
っ
た
。

⑤
生
地
の
用
意
と
本
製
作

　
生
地
の
選
定
は
、
患
者
の
動
き
や
、
入
院
時
に
相
応
し
い
か
な

ど
を
院
内
関
係
者
に
確
認
を
取
り
な
が
ら
決
定
し
た
。
本
制
作
で

は
、
縫
製
箇
所
が
身
体
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
か
、
細
心
の
注
意

を
し
て
制
作
し
た
。

（
2）　

成
果
発
表
と
し
て
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　
完
成
品
は
、
院
内
で
行
わ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
披
露

し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ

た
学
生
お
よ
び
教
員
、
病
院
内
関
係
者
の
ほ
か
、
観
客
と
し
て
重

症
心
身
障
が
い
児
（
者
）
の
病
棟
の
医
師
や
看
護
師
、
着
用
対
象

者
と
な
っ
た
患
者
の
保
護
者
ら
が
参
加
し
た
。

（
3）　

活
動
の
効
果

　
有
志
学
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
病
院
に
入
る
こ
と
や
、
患
者

に
接
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
な
か
、
病
院
関
係
者
か
ら
の
レ
ク

チ
ャ
ー
と
自
主
学
習
を
も
と
に
患
者
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
デ

ザ
イ
ン
を
検
討
し
た
。
こ
の
活
動
は
学
生
の
福
祉
へ
の
関
心
を
深

め
る
機
会
で
あ
り
、
多
様
性
を
意
識
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
実
践
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
実
際
に
学
生
が
制
作
し
た
も
の

は
、
介
護
用
の
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
生
地
や
形
な
ど
で
デ
ザ
イ

ン
性
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
反
響

は
大
き
く
、
保
護
者
の
方
々
か
ら
も
こ
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価

し
て
い
た
だ
い
た
。
病
院
内
の
衣
料
は
、
病
状
や
衛
生
面
な
ど
を

考
え
て
画
一
的
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
病
院
で
多
く

の
時
間
を
過
ご
す
重
症
心
身
障
が
い
児
（
者
）
の
患
者
に
と
っ
て
、

ま
た
そ
の
家
族
に
と
っ
て
学
生
の
考
え
た
デ
ザ
イ
ン
が
病
院
内
の

衣
生
活
向
上
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

4
重
症
心
身
障
が
い
児
（
者
）
の
た
め
の
衣
生
活
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
クト

―
脳
性
麻
痺
患
者
が
院
内
で
利
用
す
る
衣
料
品
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
―

岩
手
県
立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部
　
准
教
授
　
佐
藤
恭
子
、
講
師
　
齋
藤
愛

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
盛
岡
医
療
セ
ン
タ
ー
　
主
任
児
童
指
導
員
　
小
山
直
也

生
活
科
学
科
デ
ザ
イ
ン
専
攻
１
年
（
2022

年
度
）　
秋
本
 玲
奈
、
上
方
 明
梨
、
瀧
本
 百
夏
、

千
葉
 美
瑠
、
堀
口
 紗
希
、
松
森
 咲
良

原
則
９
：
  持
続
可
能
性
を
推
進
す
る

該
当
す
る

原
則

制
作
風
景

デ
ザ
イ
ン
画
と
完
成
品
の
一
部

表
1. 活

動
 ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
様
子

実
施
時
期

活
動
内
容

7月
企
画
説
明
会
（
Zoom

）、
有
志
メ
ン
バ
ー
の
決
定

8月
児
童
指
導
員
に
よ
る
重
症
心
身
障
が
い
に
関
す
る
勉
強
会

（
Zoom

）、
病
状
や
身
体
症
状
に
関
す
る
自
主
学
習
　（
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
院
内
で
の
症
状
確
認
、
実
測
は
中
止
）

9月
～

10月
企
画
・
制
作
ア
イ
テ
ム
の
決
定
➡
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
➡

デ
ザ
イ
ン
案
の
確
認
と
調
整

11月
～

1月
パ
タ
ー
ン
（
設
計
図
）
の
作
成
➡
試
作
品
の
確
認
と
調

整
➡
生
地
の
用
意
と
本
制
作

2月
最
終
確
認
➡
微
調
整
➡
制
作
物
の
完
成
、
制
作
品
の
説

明
資
料
の
作
成

3月
納
品
、
院
内
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
➡
評
価
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10
11

１
．
活
動
の
概
要

　
重
症
心
身
障
が
い
児
（
者
）
は
、
身
体
の
変
形
や
拘
縮
の
症
状

が
著
し
く
、
患
者
の
症
状
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
患
者

の
症
状
や
、
年
齢
、
好
み
に
合
わ
せ
て
衣
服
を
選
択
す
る
こ
と
が

容
易
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
サ
イ
ズ
の
大
き
な
既
製
服
を
代
用
し

た
り
、
家
族
が
家
庭
裁
縫
で
作
る
こ
と
で
身
体
の
症
状
に
対
応
さ

せ
た
衣
料
を
用
意
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
重
症
心
身
障
が

い
児（
者
）
は
病
院
内
で
過
ご
す
時
間
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず

衣
生
活
は
画
一
的
で
あ
り
、「
衣
」の
分
野
は「
食
」や「

住
」
分
野

に
比
べ
取
り
組
む
べ
き
課
題
が
多
い
。

　
岩
手
県
立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部
生
活
科
学
科
生
活
デ
ザ
イ
ン

専
攻
は
、
国
立
病
院
機
構
盛
岡
医
療
セ
ン
タ
ー
の
依
頼
を
請
け
、

重
症
心
身
障
が
い
児（
者
）の
衣
生
活
向
上
へ
む
け
た
デ
ザ
イ
ン
・

制
作
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
取
り
組
み
は
、
生
活
デ
ザ
イ
ン
専
攻

の
被
服
を
学
ぶ
有
志
学
生
6
名
、
医
療
セ
ン
タ
ー
の
児
童
指
導

員
、
看
護
師
、
保
育
士
、
教
員
が
協
同
し
、
患
者
の
個
性
や
特
性

に
合
わ
せ
た
介
護
衣
料
の
デ
ザ
イ
ン
・
制
作
を
実
施
し
た
。
制
作

に
つ
い
て
は
、
患
者
1
名
に
対
し
て
学
生
1
～
2
名
を
組
み
合

わ
せ
、
症
状
に
合
わ
せ
て
患
者
が
必
要
な
ア
イ
テ
ム
を
制
作
し

た
。
完
成
し
た
制
作
物
は
家
族
・
職
員
を
病
棟
に
招
い
た
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
披
露
し
た
。
ま
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
学
生
が
患

者
の
衣
料
を
制
作
す
る
だ
け
で
な
く
、
病
院
職
員
や
患
者
家
族

等
が
障
が
い
に
配
慮
し
た
衣
服
等
を
再
び
考
え
る
機
会
と
な
る
こ

と
、
学
生
等
と
の
交
流
を
通
し
て
患
者
の
Q
O
L（
Q
uality O

f 
Life）

向
上
に
資
す
る
こ
と
、
学
生
が
障
が
い
者
福
祉
に
関
わ
る

機
会
を
持
ち
、
障
が
い
児（
者
）
や
地
域
に
お
け
る
共
生
社
会
へ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

２
．
活
動
内
容
と
効
果

（
1）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
制
作
工
程

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
表
の
と
お
り
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
実
施
さ

れ
た
。
デ
ザ
イ
ン
案
の
作
成
に
要
し
た
時
間
は
週
に
3～
4時
間
、

本
制
作
の
作
業
時
間
は
週
に
6～
7時
間
程
度
を
充
て
た
。
ま
た

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
、
病
院
内
に
赴
き
、
対
面
で
症
状
の
確
認
や
実

測
を
行
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
た
め
、
児
童
指
導
員
や
、
看
護

師
、
保
育
士
ら
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
な
が
ら
制

作
を
進
め
た
。

①
企
画
・
制
作
ア
イ
テ
ム
の
決
定

　
対
象
と
な
る
患
者
お
よ
び
制
作
ア
イ
テ
ム
は
、
医
療
セ
ン
タ
ー

の
提
案
を
も
と
に
決
定
し
た
。
そ
の
際
、
児
童
指
導
員
に
病
状
、

行
動
障
が
い
、
サ
イ
ズ
、
好
み
な
ど
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
、
デ
ザ
イ

ン
案
の
作
成
の
基
礎
情
報
と
し
た
。

　
制
作
ア
イ
テ
ム
は
、
介
護
用
ミ
ト
ン
2種
、
介
護
用
つ
な
ぎ
、

腕
保
護
用
ア
ー
ム
カ
バ
ー
、
ウ
ロ
バ
ッ
グ
（
蓄
尿
袋
）
の
た
め
の

カ
バ
ー
バ
ッ
グ
の
5点
で
あ
る
。

②
デ
ザ
イ
ン
案
の
作
成
お
よ
び
確
認
と
調
整

　
素
材
、
形
、
色
、
デ
ィ
テ
ー
ル
な
ど
細
か
な
計
画
を
た
て
、
症

状
や
行
動
障
が
い
と
合
わ
な
い
と
こ
ろ
が
な
い
か
、
介
護
者
の
操

作
は
容
易
か
な
ど
、
院
内
関
係
者
と
の
話
し
合
い
や
メ
ー
ル
で
複

数
回
の
打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
決
定
し
た
。

③
パ
タ
ー
ン
の
作
成

　
設
計
図
と
な
る
パ
タ
ー
ン
は
、
市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
や
、
実

際
に
使
用
し
て
い
る
衣
料
品
を
計
測
し
、
そ
の
値
を
も
と
に
作
図

し
た
。
そ
の
際
、
着
用
予
定
の
患
者
の
サ
イ
ズ
に
合
わ
せ
て
作
図

を
行
っ
た
。

④
試
作
品
の
確
認
と
調
整

　
全
て
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
粗
布
で
試
作
品
を
作
成
し
た
。
試
作
品

は
院
内
関
係
者
に
確
認
し
て
も
ら
い
、
調
整
し
な
が
ら
デ
ザ
イ
ン

の
最
終
決
定
を
行
っ
た
。

⑤
生
地
の
用
意
と
本
製
作

　
生
地
の
選
定
は
、
患
者
の
動
き
や
、
入
院
時
に
相
応
し
い
か
な

ど
を
院
内
関
係
者
に
確
認
を
取
り
な
が
ら
決
定
し
た
。
本
制
作
で

は
、
縫
製
箇
所
が
身
体
に
負
担
が
か
か
ら
な
い
か
、
細
心
の
注
意

を
し
て
制
作
し
た
。

（
2）　

成
果
発
表
と
し
て
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　
完
成
品
は
、
院
内
で
行
わ
れ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
で
披
露

し
た
。
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
関
わ
っ

た
学
生
お
よ
び
教
員
、
病
院
内
関
係
者
の
ほ
か
、
観
客
と
し
て
重

症
心
身
障
が
い
児
（
者
）
の
病
棟
の
医
師
や
看
護
師
、
着
用
対
象

者
と
な
っ
た
患
者
の
保
護
者
ら
が
参
加
し
た
。

（
3）　

活
動
の
効
果

　
有
志
学
生
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
、
病
院
に
入
る
こ
と
や
、
患
者

に
接
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
な
か
、
病
院
関
係
者
か
ら
の
レ
ク

チ
ャ
ー
と
自
主
学
習
を
も
と
に
患
者
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
て
デ

ザ
イ
ン
を
検
討
し
た
。
こ
の
活
動
は
学
生
の
福
祉
へ
の
関
心
を
深

め
る
機
会
で
あ
り
、
多
様
性
を
意
識
し
た
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
の
実
践
と
な
っ
た
と
い
え
る
。
実
際
に
学
生
が
制
作
し
た
も
の

は
、
介
護
用
の
も
の
で
は
あ
っ
て
も
、
生
地
や
形
な
ど
で
デ
ザ
イ

ン
性
の
あ
る
も
の
と
な
っ
た
が
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
反
響

は
大
き
く
、
保
護
者
の
方
々
か
ら
も
こ
の
取
り
組
み
を
高
く
評
価

し
て
い
た
だ
い
た
。
病
院
内
の
衣
料
は
、
病
状
や
衛
生
面
な
ど
を

考
え
て
画
一
的
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
病
院
で
多
く

の
時
間
を
過
ご
す
重
症
心
身
障
が
い
児
（
者
）
の
患
者
に
と
っ
て
、

ま
た
そ
の
家
族
に
と
っ
て
学
生
の
考
え
た
デ
ザ
イ
ン
が
病
院
内
の

衣
生
活
向
上
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

4
重
症
心
身
障
が
い
児
（
者
）
の
た
め
の
衣
生
活
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
クト

―
脳
性
麻
痺
患
者
が
院
内
で
利
用
す
る
衣
料
品
デ
ザ
イ
ン
の
提
案
―

岩
手
県
立
大
学
盛
岡
短
期
大
学
部
　
准
教
授
　
佐
藤
恭
子
、
講
師
　
齋
藤
愛

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
盛
岡
医
療
セ
ン
タ
ー
　
主
任
児
童
指
導
員
　
小
山
直
也

生
活
科
学
科
デ
ザ
イ
ン
専
攻
１
年
（
2022

年
度
）　
秋
本
 玲
奈
、
上
方
 明
梨
、
瀧
本
 百
夏
、

千
葉
 美
瑠
、
堀
口
 紗
希
、
松
森
 咲
良

原
則
９
：
  持
続
可
能
性
を
推
進
す
る

該
当
す
る

原
則

制
作
風
景

デ
ザ
イ
ン
画
と
完
成
品
の
一
部

表
1. 活

動
 ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
様
子

実
施
時
期

活
動
内
容

7月
企
画
説
明
会
（
Zoom

）、
有
志
メ
ン
バ
ー
の
決
定

8月
児
童
指
導
員
に
よ
る
重
症
心
身
障
が
い
に
関
す
る
勉
強
会

（
Zoom

）、
病
状
や
身
体
症
状
に
関
す
る
自
主
学
習
　（
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
院
内
で
の
症
状
確
認
、
実
測
は
中
止
）

9月
～

10月
企
画
・
制
作
ア
イ
テ
ム
の
決
定
➡
デ
ザ
イ
ン
の
検
討
➡

デ
ザ
イ
ン
案
の
確
認
と
調
整

11月
～

1月
パ
タ
ー
ン
（
設
計
図
）
の
作
成
➡
試
作
品
の
確
認
と
調

整
➡
生
地
の
用
意
と
本
制
作

2月
最
終
確
認
➡
微
調
整
➡
制
作
物
の
完
成
、
制
作
品
の
説

明
資
料
の
作
成

3月
納
品
、
院
内
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
➡
評
価
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　一関市内で居宅介護・重度訪問介護事業所を運営しております、NPO法人奏楽のたね代表の伊藤と申します。
　私は介護施設で、介護福祉士として働いていましたが、恥ずかしながら高齢者福祉についてはある程度の知
識はありましたが、障がい者福祉については全くの無知でした。
ヘルパーさんは、高齢者さんしか使えないと思っていたし、デイサービスは高齢者のものと思っていました。
勉強したハズなのに…。
　重度心身障がい児の娘が退院する時に、ソーシャルワーカーさんから紹介していただけるのは医療の部分で
あって、福祉のご紹介は小児にはなかなかないので知らない方は多いと思います。

　娘を通して、私も初めて障がい福祉を学んでいくことになりました。

　令和 3 年、娘を看取ったのをきっかけに介護福祉士の資格を生かし娘のお友だちにできる事はないか考え始
めました。
　ぽけっとの会に何度も相談し、同じ想いの仲間を紹介していただき、令和 5 年に障がい専門の訪問介護事業
所を立ち上げました。障がいだけではやっていけないと周りから言われましたが、高齢者さんのご利用者様が
多くなり障がい者様の方に時間をさけなくなるのは本望ではないと頑なに障がいのみで運営しております。
　ショートステイやレスパイトが少ない今、ご家族の休息のためにはヘルパーの活躍が重要と考えているから
です。ご利用者様へのケアと同じくらいご家族への支援も大切な仕事だと思っています。
　その為に、医療的ケアのあるご利用者様には、専門の資格のある職員配置をしなければなりません。その資
格のある職員をいちから育成するには時間もお金もかかります。でも、資格がないと支援に入れないので取る
しかありません。資格取得後、たくさんのリスクと覚悟をもって支援にあたるのですが、思いのほか収入に反
映せず…。日中一時支援も行っておりますが、病院の日中一時支援とやることは同じでも基本的な料金が倍近
く違います。これではやろう！！と思う事業所さんが増えるはずもありません。ですので、介護業界全体に大
きな処遇改善が必要だと感じています。誰かの犠牲の上で成り立つサービスは福祉ではないと思っているから
です。

　そして、私たちヘルパーは長時間支援
を行える立場なので、ご利用者様の状態
をより多く把握しています。ヘルパーさ
ん達が医療の分野の方々の橋渡しになれ
るように、医療とか福祉などの壁を壊し
関係者が一つのチームになってご利用者
様を支える支援ができるように尽力して
いきたいと思います。

ソラからの課題
NPO法人奏楽のたね 代表　伊藤和美

そ　ら
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岩手県重症心身障害児(者)を守る会会長  齊藤 勉 
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編集者　岩手県重症心身障害児（者）を守る会
〒020-0831 盛岡市三本柳8-1-3 ふれあいランド岩手内
TEL.019-601-2255　FAX.019-601-2255（共有）
E-mail ： mamoru2255@gmail.com
発行者　東北障害者団体定期刊行物協会
　　　　宮城県仙台市青葉区角五郎1-12-6

1. 決して争ってはいけない　争いの中に弱いものの生きる道はない
1. 親個人がいかなる主義主張があっても重症児運動に参加するものは党派を超えること
1. 最も弱いものをひとりももれなく守る

守る会の
三 原 則

岩手県重症心身障害児（者）を守る会
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編集者　岩手県重症心身障害児（者）を守る会／岩手県盛岡市三本柳8-1-3　ふれあいランド内
発行者　東北障害者団体定期刊行物協会／宮城県仙台市青葉区角五郎1丁目12－6　【頒価100円】

※在宅の方は同封の振込用紙にてお振込みをお願い致します。
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